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はじめに 

 

 
アファンの森財団の活動は、荒廃した日本の森を再生することを目的に、現理事長である

C・Wニコルが 1986年より飯縄山麓に位置する 30年以上放置された里山（長野県上水内郡
信濃町）を少しずつ買い取り、手入れをはじめたことが始まりでした。 

2002年 5月に財団法人が設立され、すべての活動が引き継がれ現在に至っています。 
 
本年度は、2011年 5月 2日に一般財団法人への移行手続きを行なったため、2011年 4月 1
日から 5月 1日までの事業報告となります。 
わずか 1月程度の期間ですが、主な活動についての概況をお伝えします。 
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１ 組織  

 

 

(ア) 会員状況 
（2011年 3月 31日現在） 

 口数 金額 
賛助会員 約 5口 252,500円 
アファン会員 約 5口 24,000円 
※ 2011年度会費として入金があったものについては、12等分を行い、1ヶ月分を 
会費とした。 

 
 

(イ) 役員 
 
理事・監事・評議員（敬称略・順不同） 
 理事長    C･W ニコル        評議員      梅崎 義人 
 専務理事   森田 いづみ                 大熊 孝 
 常務理事   松木 信義                             狩野 土 
 理 事      大槻 幸一郎                           関口 鉄夫 
           金子 与止男                           瀬田 信哉 
            谷  達雄                           武田 徹 
           野口 理佐子                          茅野 實 
           高見 裕一                             星野 佳路 
         林  秀剛                             前河 正昭 
           山瀬 一裕                             前田 利彦 
           アリスター・ドライバー         横谷 幸 
監 事       畠田 洋平                                   
           吉田 寛 
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２ 各事業報告 

 

 
(ア) 森林保全・育成活動 

 
当期の森林整備内容は、雪解けから行なわれる例年通りの北エリアでの作業となりました。 
以下に、主な内容を示します。 

 
① 高枝切り 

 
成長の妨げになる枝の除去 
 植栽木や有用木の成長を妨げる枝の除去作業を行ないました。 
 樹木の上部に大きく張り出した既存木の枝は、苗木や若木の成長の妨げとなります。枝を

除去することにより、地表にも明るさが確保され、下層植物の成長にも役立ちます。 
  

② 植栽 
 
前年度伐採地への植栽 
整理伐を行なった場所への植栽を行いました。前年度

に主に形質不良木の伐採を行なった「オニグルミ・ミズ

キ・ハルニレ・コブシ林」に 100本のブナの苗木を植栽
しました。 
この場所は、前年に植栽した場所に隣接しているため、

引き続き植栽木はブナを選びました。（写真２-ａ） 
また、過去の植栽地で雪圧やネズミによる被害などで

枯れてしまっているものが多い場所へは、コナラの苗木

を補植しました。 
 

③ 間伐 
 
樹木の生育を促す間伐 
 1995年に植栽したカツラの間伐を行いました。 
樹木の生長に伴い間隔が込み合ってきたために、形質不良のものや成長の悪いものを選び

伐採を行いました。 
 

 
植 栽 
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３ 各事業報告 

 

 
表 作業内容と作業位置（2011年度）  

施業内容 主な位置 作業内容 

高枝切り 全域 成長の妨げとなる枝の既存木の枝の除去を行なった。 

植栽 

 

ａ 前年度伐採地へ、ブナの苗木100本の植樹を行なった。 

作業はボランティアの方々にご協力いただいた。 

補植 全域 過去の植栽地の枯れてしまった場所へ、コナラの苗木を植栽した。 

間伐 b 込み合ったカツラ林の間伐を行なった。 
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３ 各事業報告 

 

 

(イ) 人材育成事業 
 
地域を越えた人材育成活動 
 リコーエレメックス株式会社の恵那事業所（敷地面積約 43
ヘクタール）の森林部分（50 
年近く整備の手が入っていない）において保全活動を始めるに

あたり、社員の方を対象にした「森の教室」を行い、森の状況

を把握する植生調査の基礎並びに森の管理作業の基礎を学ぶ場

としました。 
  
 
 
 
 

 
 

 

 

(ウ) 普及交流事業 
 
ブース出展で普及と交流 
 4月 23日 24日に、東京代々木公園で行なわれたアースデイ東京にブース出展を行ないま
した。ブースではポスターやパネル展示を行い、アファンの森財団の理念や活動内容、森の

手入れの必要性、豊かな森の価値をお伝えする場としました。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

植生調査（樹幹投影図） 

 
ヤブ刈り作業 
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